
沼津御用邸記念公園の大部分は、御用邸当時からの近郊海浜保養地
としての景観を伝えるものと評価され、平成28(2016)年に「旧沼津御
用邸苑地」として国の名勝(文化財)に指定されました。
名勝としてふさわしい保存と活用を図るため、平成30(2018)年度に

「保存活用計画」、令和元(2019)年度に「整備基本計画」を策定し、
令和2(2020)年度から各種整備事業を進めています。

①整備委員会の組織・審議
・庭園や景観等の有識者に専門的な意見を求めるため、「名勝旧沼津
御用邸苑地 整備委員会」を組織し、審議しました。

②クロマツ林の景観改善等
・クロマツ林の景観の改善や安全確保のため、西附属邸エリアを中心
として枯損木や過密箇所の伐採約80本、枝打ち約50本を行いました

③解説サインの検討・設計
・苑地の解説サインの検討・設計を行いました(改修工事は今後予定
しています)

④西附属邸の耐震化
・耐震診断を行うために必要な建物調査・図面の作成を行いました
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